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衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
名
護
市
辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
の
あ
っ
せ
ん
を
主
た
る
業
務
と
す
る
一
般
社
団
法
人
と
政

府
が
締
結
し
た
建
物
賃
貸
借
契
約
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
名
護
市
辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
の
あ
っ
せ
ん
を
主
た
る
業
務
と
す
る
一
般
社
団
法
人

と
政
府
が
締
結
し
た
建
物
賃
貸
借
契
約
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

沖
縄
防
衛
局
名
護
防
衛
事
務
所
（
以
下
「
名
護
防
衛
事
務
所
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
旧
庁
舎
が
狭
あ
い
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
近
傍
で
の
移
転
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
庁
舎
に
適
し
た
建
物
等
に
つ
い
て
権
原

を
有
す
る
御
指
摘
の
一
般
社
団
法
人
（
以
下
「
契
約
相
手
方
」
と
い
う
。
）
と
名
護
防
衛
事
務
所
賃
貸
借
契
約
（
以
下
「
本

件
契
約
」
と
い
う
。
）
を
締
結
し
、
現
在
の
庁
舎
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
名
護
防
衛
事
務
所
の
旧
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
面
積
は
百
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
賃
借
料
月
額
十
六

万
二
千
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
含
む
。
）
を
所
有
者
に
支
払
っ
て
い
た
が
、
賃
借
料
以
外
の
敷
金
、
礼
金
等
は
支

払
っ
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

本
件
契
約
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
対
象
と
な
る
建
物
や
近
傍
の
土
地
等
の
評
価
額
を
基
に
算
定
し
た
価
格
の
範
囲
内
で
行

っ
た
も
の
で
あ
り
、
適
正
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一



三
に
つ
い
て

沖
縄
防
衛
局
は
、
本
件
契
約
に
基
づ
き
、
契
約
相
手
方
に
対
し
て
賃
借
料
を
支
払
っ
て
い
る
が
、
賃
借
料
に
つ
い
て
は
、

二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
適
正
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
賃
借
料
以
外
の
敷
金
、
礼
金
、
手
付
金
、
保
証
金

等
は
支
払
っ
て
い
な
い
。

四
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

国
が
民
間
の
建
物
や
土
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
際
に
は
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
所
要
の
手
続
を
行
っ
て
い
る
。

本
件
契
約
に
つ
い
て
も
、
沖
縄
防
衛
局
に
お
い
て
、
登
記
事
項
証
明
書
に
よ
り
本
件
契
約
に
係
る
物
件
の
土
地
所
有
者
及

び
建
物
所
有
者
に
つ
い
て
確
認
の
上
、
当
該
所
有
者
と
の
間
で
当
該
物
件
に
係
る
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
い
る
契
約
相
手

方
と
、
本
件
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
完
成
」
、
「
入
居
が
可
能
と
な
っ
た
」
及
び
「
そ
の
よ
う
な
一
連
の
日
時
を
沖
縄
防
衛
局
は
何
時
か
ら
把
握

し
て
い
る
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
登
記
事
項
証
明
書
に
よ
り
、
建
物
が
平
成
二
十

八
年
六
月
十
一
日
に
新
築
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
ま
た
、
本
件
契
約
の
開
始
日
で
あ
る
平
成
二
十
八
年
七
月
十
五

二



日
か
ら
沖
縄
防
衛
局
に
よ
る
使
用
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
の
着
工
日
に
つ
い
て
は
、
承
知

し
て
い
な
い
。

九
か
ら
十
二
ま
で
に
つ
い
て

個
別
の
一
般
社
団
法
人
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
が
、
本
件
契
約
に
つ
い
て
は
、
沖
縄

防
衛
局
に
お
い
て
、
土
地
所
有
者
、
建
物
所
有
者
及
び
契
約
相
手
方
に
つ
い
て
確
認
の
上
、
適
切
に
契
約
が
な
さ
れ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

十
三
及
び
十
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
て
い
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
本
件
契
約
の
締
結
に
よ
り
、
名
護
防
衛
事
務
所
の
庁
舎
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
必
要
な
権
原
は

得
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三


